
１ はじめに

戦前、中等学校における外国史教育は、西洋史と東

洋史の２本立てで行われた。戦後にいわゆる「６・３・

３・４制」の新学制（1947年）が行われるようになり、

同時に新しい教科として社会科が成立した。学校教育

における教科･科目、さらに言えば教育内容は占領軍の

意向により、国家主義を排除し、民主主義教育を志向

することになった 。このことの実現を最も期待され

たのが新しく設定された社会科であったことは周知の

通りである。しかしこの新設の社会科においても、西

洋史・東洋史は高等学校社会科の選択科目として引き

続き科目設定された。1948年10月、「新制高等学校教科

課程の改正について」が発表され、国史（のち日本史

と改称）が復活するとともに、外国に関する歴史であ

る西洋史・東洋史は「世界史」に一本化される。

その後、学習指導要領は1952年（以下、学習指導要

領は、指導要領○○年版と略記する）、に改訂される。

さらにその後、学習指導要領は1956年の改訂を経て、

1960年版の教科「世界史」において、「主題学習」とい

う用語によって新たな記述内容が盛り込まれることとなった。

指導要領1960年版の科目「世界史Ｂ」の内容におい

ては、「たとえばシルクロードと東西交渉、イギリスの

議会政治の発達、西部開拓と南北戦争、露土戦争と列

強の世界政策、ワイマール体制とその崩壊などのよう

な主題選び、政治的、経済的、社会的な観点から総合

的に学習させる。それによって、歴史的思考力をいっ

そうつちかうことをあわせて考慮するものとする」と

述べられている。この部分の記述に従ってみれば、「主

題」とは「シルクロードと東西貿易」や「イギリスの

議会政治の発達」などであり、いわゆる歴史的事実・

事象の知識・情報ではなく、テーマを設定しつつ生徒

が学習を進めることが企図されている。学習のテーマ

そのものを生徒自らが設定し、「歴史的思考力」の育成を

目指すことを「主題学習」とし、初めて示されたものである。

ところで、歴史教育の在り方については諸説あり、

現在でも論争が続いている。戸田善治の整理によれば、

大きく２つに分けられるという 。これによれば、第一

が「歴史がわかる」ということは「わかるべき歴史」

の論理構造を教授者側があらかじめ設定し、その論理

構造を学習者が把握することであるとされ、その完成

形態の一つが中学校の指導要領58年版といわれている。

第二は教授者が「歴史のわかり方」をあらかじめモデ

ル化し、それに即して歴史的事象を把握することで学

習者が「歴史がわかる」とする立場であるという。さ

らに有田嘉伸は、「歴史学習が歴史的思考よりも歴史的
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知識を時代順に教えることが入学試験などの影響に

よって重視されている」ことを指摘しており、社会科

教育の目的や内容とは直接関わりのない外的な影響を

考慮する必要性もある。

上記の「主題」に関する研究は酒井原葉月の最近の

研究 にみられるように、授業実践の分析による「主

題」の適否や授業方法、あるいはその効果等を検証す

ることが主な研究内容となっている。このことと関連

して、原田智仁は「通史的系統学習を補完する内容構

成論としてであり、問題解決的な学習論としてではな

かった」としており、歴史教育の在り方に重要な分析

をしている。先の戸田の整理に見たように、カリキュ

ラムないし教育内容論としての歴史教育の在り方によって

再考すれば、現代の高等学校歴史教育における立場や見

解を解明することは重要な課題のひとつであるといえよう。

さて、「主題」という用語はもちろん一般的に広く使

用されるものであり、教育学の専門用語として特別な

ものではない。教育に関わる用語としても、高等学校

指導要領2008年版の「芸術」などにも使用されており、

汎用性が高い。しかしその一方で、これまでの社会科

の「主題」に見られるように、教科固有の意味内容や

使われ方があり、教育方法や授業実践にさえも影響を

及ぼす重要な役割を果たしていることがわかる。「主

題」という用語は、世界史の学習指導要領改訂の度に

さまざまな文章表現のもとに使用され、高等学校世界

史学習指導要領の特徴の一部となっている。そこで、

本研究では、高等学校歴史教育の在り方に関する研究

の基礎研究として、1960年版から2009年版までの世界

史Ｂ（1970年改訂、1978年改訂においては世界史）を

考察対象とし、学習指導要領に表現される「主題」と

いう用語の使用経緯を明らかにしながら、この用語が

高等学校世界史学習指導要領に果たす意味や役割の一

端を明らかにすることを試みた。

２ 学習指導要領における主題の登場

（1960年版学習指導要領）

1960年版 第５章 世界史Ｂの目標において、初め

て「主題」という用語が使用され、「歴史的思考力」の

育成との関係が表現されている。

学習指導要領の本文中には、「歴史的思考力」は２カ

所、「主題」は１カ所のみ使われている。

「１ 目標」

「世界史の発展に関する基本的事項を系統的に理

解させるとともに、現代社会の歴史的背景をはあ

くさせ、特に政治、経済、社会、文化などの関連

について総合的に考察させることによって、歴史

的思考力を深め、民主的な社会の発展に寄与する

態度とそれに必要な能力を養う」

この「歴史的思考力を深める」ということと関連し

て、次の「２ 内容」において、初めて「主題」とい

う用語が使われている。

「２ 内容」

「世界史Ｂは、世界史Ａの場合よりも深めて取り

扱うものとするが、その際たとえばシルクロード

と東西交渉、イギリスの議会政治の発達、西部開

拓と南北戦争、露土戦争と列強の世界政策、ワイ

マール体制とその崩壊などのような適当な主題を

選び、政治的、経済的、社会的な観点から総合的

に学習させる。それによって、歴史的思考力をいっ

そうつちかうことをあわせ考慮するものとする。

なお、以下に示す世界史Ｂの内容は、４単位を標

準とし、全日制の課程にあっては、第２学年およ

び第３学年、定時制の課程にあってはこれに相応

する学年において履修させることを前提として作

成したものである。」

「２ 内容」において、「主題を選び」と表現し、主

題の例示として５項目（アシルクロードと東西交渉、

イイギリスの議会政治の発達、ウ西部開拓と南北戦争、

エ露土戦争と列強の世界政策、オワイマール体制とそ

の崩壊 等）が上げられている。また、これらの主題

を３つの観点（政治的、経済的、社会的）総合的に学

習することで、「歴史的思考力をいっそうつちかう」

と結びつけられている。

３ 学習指導要領における「主題を設けて学習」

（1970年・1978年版学習指導要領）

①1970年版学習指導要領

1970年版は、従前の「世界史Ａ」と「世界史Ｂ」が

「世界史」としてまとめられた。

また、「主題」の用語については、「１ 目標」にお

ける「歴史的思考力」とのつながりのもとに「３ 内

容の取扱い」において使われている。本文中には、「歴

史的思考力」は２カ所（目標に１カ所、内容の取扱い

に１カ所）、「主題」は７カ所（内容の取扱いに７カ所）

に使われている。

「１ 日標」

「⑴世界の歴史に関する基本的事項を理解させ、

歴史的思考力をつちかい、世界の歴史の流れや現

代世界の形成の歴史的過程を把握させて、国際社

会に生きる日本人としての自覚を深め、民主的な

国家・社会の発展に寄与する態度と能力を養う。

（後略）」

1960年版「１ 目標」における「歴史的思考力」の

用語は、「歴史的思考力を深め」という表現であった

が、1970年版「１ 目標」では、「歴史的思考力をつち

かい」と表記された。

「３ 内容の取扱い」

「（前略）

⑵「世界史」の目標を達成し、生徒の歴史的思考
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力をいっそう深めるため歴史的な流れの学習の

中で、適切な主題を設けて指導することが望ま

しい。その際、次の諸点を考慮して取り扱う。

ア 主題は、目標の達成、生徒の理解度、教材

の効果などをよく吟味したうえで、たとえ

ば、次のような観点などから選ぶことが考

えられること。

ａ 政治的、経済的、社会的、文化的、国

際的な諸点から、多角的、総合的に学

習できるもの

ｂ 世界の歴史上の事象について、地域ご

との比較考察的な、あるいは地域相互

の関連的な学習のできるもの

ｃ 世界の歴史上の事象の発展を、時代別、

地域別にある程度大きくまとめて学習

できるもの

イ 「世界史」を３単位で履修させる場合は最低

１主題を、また、４単位以上で履修させる場合

はそれぞれの単位数に応じて適切な数の主

題を設けて学習させることが望ましいこと。

ウ 二つ以上の主題を取り上げる場合の主題の

配当については、観点の異なるものを取り

上げ、また、特定の地域や時代にかたよら

ないように留意すること。

⑶「世界史」に対する生徒の関心を高め、学習効

果を上げ、地域や時代における社会と個人の関

係を朋らかにするため、世界の歴史上の人物を

適切に取り上げることが望ましい。また、主題

として人物を取り上げ、人物とその時代的背景

との関連などを考察させることも考えられる。

1960年版の「主題」は、「主題を選び」と使われ、前

述の1970年版においては、「主題を設けて学習させる」

と主題学習という表現で使われている。また、観点に

おいても1960年版では「主題を選び、政治的、経済的、

社会的な観点から総合的に学習させる」の視点も含み、

1970年代は前述の「３ 内容の取扱い」⑵において、

３つの観点から「選ぶこと」が記述されている。

②1978年版学習指導要領

1978年版においても引き続き、世界史として統一さ

れた科目として継続された。

「主題」の用語については、1970年版と同じく「１

目標」における「歴史的思考力」とのつながりのもと

に「３ 内容の取扱い」において使われている。本文

中には、「歴史的思考力」は２カ所（目標に１カ所、内

容の取扱いに１カ所）、「主題」は３カ所（内容の取扱

いに３カ所）に使われている。その表記されている所

を抜粋すると、

「１ 目標」

「世界の歴史に関する基本的事項を理解させ、歴史

的思考力を培うとともに、現代世界形成の歴史的

過程と世界の歴史における各文化圏の特色を把握さ

せて、国際社会に生きる日本人としての資質を養う」

1970年版においては「歴史的思考力をつちかい」と

いう表記が、1978年版では「歴史的思考力を培う」と

漢字表記に変わっている。また、「３ 内容の取扱い」

においても1970年版に「歴史的思考力をいっそう深め

る」という表記が、1978年版では「歴史的思考力を一

層深める」と同じく漢字表記に変わっている。

「３ 内容の取扱い」

「（前略）

⑵生徒の歴史的思考力を一層深めるため、歴史的

な流れの学習の中で、適切な主題を設けて学習

させるよう配慮する．その際、次の諸点を考慮

して取り扱うものとする．

ア 主題は、生徒の関心や理解度、教材の効果

などを吟味した上で、例えば、次のような

観点などから選ぶこと。

ａ 地域ごとの比較考察的又は地域相互の

関連的な学習のできるもの

ｂ 時代別、地域別又は国別に、ある程度

大きくまとめて学習できるもの

ｃ 現代の諸地域の社会と文化について、

文化人類学などの成果を活用しながら

できるもの

ｄ 世界の歴史上の事象と日本の歴史上の

事象とを、比較させたり、関連させた

りするなどして、世界の歴史における

我が国の位量について学習できるもの

ｅ 世界の歴史上の人物について、時代的

背景や地域の特質との関連などにおい

て学習できるもの

イ 主題の配当については、できるだけ観点の

異なるものを取り上げ、また、特定の時代

や地域に偏らないように留意すること．

（後略）」

1970年版と同じく、1978年版では「主題を設けて学

習する」という主題学習の表現がされている。また、

1960年版から引き継がれた、1970年版における「主題」

における観点である「政治的、経済的、社会的」とい

う用語は、1978年版において無くなる。そして、1970

年版の３つの観点から、前述の1978年は５つの観点か

ら選ぶとの記述がなされる。

４ 社会科の再編における学習指導要領の「主題を設

けて学習」（1989年版学習指導要領）

この改訂において、社会科が再編成され高等学校社

会科は地歴科と公民科に編成される。

世界史は地歴科において「世界史Ａ」（２単位）と「世

界史Ｂ」（４単位）となり、主題学習は「世界史Ｂ」に
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引き継がれる。本文中には、「歴史的思考力」は１カ所

（目標に１カ所）、「主題」は１カ所（内容の取扱いに

１カ所）に使われている。その表記されている所を抜

粋すると、

「１ 目標」

「現代世界の形成の歴史的過程と世界の歴史にお

ける各文化圏の特色について理解させ、文化の多

様性・複合性や相互交流を広い視野から考察させ

ることによって、歴史的思考力を培い、国際社会

に生きる日本人としての自覚と資質を養う。」

1979年版の「⑴目標」と同じ「歴史的思考力を培い」

という表記である。

「３ 内容の取扱い」

「（前略）

イ 生徒の歴史的な思考力を培いかつ歴史に対

し興味・関心をもたせるため、適切な主題

を設けて学習できるようにすること。

エ 内容の⑺については、単に知識を与えるだ

けでなく、現代の世界が当面する課題につ

いて考察を加えさせること。その際、核兵

器の脅威に着目させ、戦争を防止し、民主

的で平和な国際社会を実現させることが重

要な課題であることを認識させること。

（後略）」

「主題」という用語の使用について、1979年版の「⑴

内容と取扱い」と同じ「主題を設けて学習できる」と

記述されている。「主題」という用語はこの部分のみ１

カ所使用されただけであるが、「主題を設けて学習でき

る」という主題学習のこととして表記している。

５ 学年指導要録の「主題を設定して追求する学習」

（1999年版・2009年版学習指導要領）

①1999年版学習指導要領

本文中には、「歴史的思考力」は「１ 目標」に１カ

所、「主題」は「２ 内容」に２カ所、「３ 内容の取

扱い」に３カ所の５カ所に使われている。

「１ 目標」

「世界の歴史の大きな枠組みと流れを、我が国の

歴史と関連付けながら理解させ、文化の多様性と

現代世界の特質を広い視野から考察させることに

よって、歴史的思考力を培い、国際社会に主体的

に生きる日本人としての自覚と資質を養う。」

1970年版の「歴史的思考力をつちかい」という表現

から、1978年版・1989年版の「歴史的思考力を培い」

とこの表現が使われている。

「２ 内容」

⑴世界史への扉

「身近なものや日常生活にかかわる主題、我が

国の歴史にかかわる主題など、適切な主題を設

定し追究する学習を通して、歴史に対する関心

と世界史学習への意欲を高める。 （後略）」

「３ 内容の取扱い」

⑵内容の取扱いに当たっては、次の事項に配慮す

るものとする。

「ア 内容の⑴については、生徒の実態等に応じ、

アからウまでのうち適宜項目を選択し、二つ程

度主題を設定して追究する学習を行うこと。

エ 内容の⑸については、次の事項に留意する

こと。

（中略）

イ内容のエ、オ及び力については、例示され

た課題などを参考に適切な主題を設定し、

生徒の主体的な追究を通して認識を深めさ

せるようにすること。」

本文中の、「２ 内容」⑴「世界の扉」において、「主

題」という用語が使用されている。これは、1960年度

版以来のことであり、そこには、従前は「主題を設定

し学習する」という表現がされていたが、今回は「主

題を設定し追求する学習」という表現に変わっている。

（「内容の取扱い」においても同表現がされている）

この「主題を設定し追求する学習」は、内容の大項

目「⑴世界史の扉」のアからウの項目において、「追及

させ…気づかせる」という表現と、大項目「⑸地球世

界の形成」の中項目エからカにおいては、「…追及させ

…考察させる」、「展望させる」という用語が使用され

ていることから推測できる。

②2009年版学習指導要領

2013年（平成25年）から年次進行している新学習指

導要領においては、本文中に「歴史的思考力」は「１

目標」と「３ 内容の取扱い」に各１カ所の２カ所の

記述がある。また、「主題」は「２ 内容」に５カ所、

「３ 内容の取扱い」に５カ所の10カ所に使われている。

「１ 目標」

「世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基

づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理

解させ、文化の多様性・複合性と現代世界の特質

を広い視野から考察させることによって、歴史的

思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国

民としての自覚と資質を養う。」

1999年版の「歴史的思考力を培い」という表現は継

承されている。

「２ 内容」

「⑴世界史への扉

自然環境と人類のかかわり、日本の歴史と世
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界の歴史のつながり、日常生活にみる世界の歴

史にかかわる適切な主題を設定し考察する活動

を通して、地理と歴史への関心を高め、世界史

学習の意義に気付かせる。

⑵諸地域世界の形成

（中略）

エ 時間軸からみる諸地域世界

主題を設定し、それに関連する事項を年

代順に並べたり、因果関係で結び付けたり、

地域世界ごとに比較したりするなどの活動

を通して、世界史を時間的なつながりに着

目して整理し、表現する技能を習得させる。

⑶諸地域世界の交流と再編

（中略）

エ 空間軸からみる諸地域世界

同時代性に着目して主題を設定し、諸地

域世界の接触や交流などを地図上に表した

り、世紀ごとに比較したりするなどの活動

を通して、世界史を空間的なつながりに着

目して整理し、表現する技能を習得させる。

⑷諸地域世界の結合と変容

オ 資料からよみとく歴史の世界

主題を設定し、その時代の資料を選択し

て、資料の内容をまとめたり、その意図や

ねらいを推測したり、資料への疑問を提起

したりするなどの活動を通して、資料を多

面的・多角的に考察し、よみとく技能を習

得させる。

⑸地球世界の到来

オ 資料を活用して探究する地球世界の課題

地球世界の課題に関する適切な主題を設定

させ、歴史的観点から資料を活用して探究し、

その成果を論述したり討論したりするなどの

活動を通して、資料を活用し表現する技能を

習得させるとともに、これからの世界と日本

の在り方や世界の人々が協調し共存できる持

続可能な社会の 実現について展望させる。」

「２ 内容」における「主題」に関する用語として

の使い方は、1999年版のように「主題を設定し追求す

る」という表現がなくなり、2009年版は、主として「主

題を設定し」、「主題を設定させ」という表現が使われ

ている。そして、それぞれの文章の末尾に「技能を習

得させる」という表現が記述されている。

「３ 内容の取扱い」

「 （中略）

⑶主題を設定して行う学習については、次の事項

に配慮するものとする。

ア 学習の実施に当たっては、適切な時間を確

保し、年間指導計画の中に位置付けて段階

的・継続的に指導すること。また、主題の設

定や資料の選択に際しては、生徒の興味・関心

や学校、地域の実態等に十分配慮して行うこと。

イ 内容の⑴については、中学校社会科の内容

との連続性に配慮して、主題を設定すること。

その際、アについては、この科目の導入とし

て位置付けること。イ及びウについては、適

切な時期に実施するようにすること。

ウ 内容の⑵のエ、⑶のエ及び⑷のオについて

は、次の事項に留意すること。

アそれぞれの項目の内容に示された事項を参

考にして主題を設定し、生徒の主体的な追

究を通して、歴史的思考力を培うようにす

ること。

イ内容の⑵のエ及び⑶のエについては、年表

や地図その他の資料を活用して説明するな

どの活動を取り入れること。

ウ内容の⑷のオについては、文字資料に加え

て、絵画、風刺画、写真などの図像資料を

取り入れるよう工夫すること。

エ 内容の⑸のオについては、内容の⑸のアか

らエまでに示された事項を参考にして主題を

設定させること。」

「３ 内容の取扱い」においても、1999年版の「主

題を設定し追求する」という表現がなくなり、2009年

版は、主として「主題を設定し」、「主題を設定させ」

という表現が使われている。「主題を設定し追求する」

という表現は、2009年版では、「ウ」のアで記述されて

いる「主題を設定し、生徒の主体的な追求を通して、

歴史的思考力を培う」という表現に変わったと考えられる。

「主題を設定し、生徒の主体的な追求を通して、歴

史的思考力を培う」という表現は、「２ 内容」におけ

る大項目⑴「世界史の扉」のアからウの項目において、

「…考察させ…気付かせる」という表現と、大項目「⑸

地球世界の形成」の中項目アからエにおいては、「…理

解させ…考察させる」、「展望させる」という表現がつ

ながっている。

６ 用語としての「主題」使われ方の考察

1960年版ではじめて「主題」のという用語が登場し、

「主題を選び」という使われ方をして、「歴史的思考力

を深める」こととつながりながら使われた。主題の例

示で「シルクロードと東西交渉」、「西部開拓と南北戦

争」、「露土戦争と列強の世界政策」、「ワイマール体制

とその崩壊」、「イギリスの議会政治の発達」というこ

とから主題概念を推測するしかない。

1970年版と1978年版においては、「主題を設けて学習

する」という使われ方をしている。これは、主題学習

と位置づけられる。1960年の「主題を選び」という使

われ方とは違いがある。これは新明解国語辞典（三省

堂）によると「選ぶ」は、「①条件を備える最も好まし

いものをとして幾かの中から選ぶ。②目的にかなう材

料を集めて書物をつくる。（後略）」と記述されている。
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また、同じく「設ける」は「①（前から用意して）そ

の機会を作る。②何かを運営するために、組織・基準

などを作る。」と記述されている。この違いは「主題」

という用語が高等学校世界史の学習指導上でより重要

な位置づけをされたように読み取れる。

1989年版においては、「主題」という用語は１カ所の

み使われているだけである。しかし、「主題を設けて学

習する」という主題学習を堅持している。

1999年版になると、従前までの「主題を設けて学習

する」という表現はなくなり、「主題を設定して追求す

る学習」という使われ方をしている。これは主題追求

学習 と言われる。「２ 内容」の大項目の文面に「追

及させ…気づかせる」「…追及させ…考察させる（展望

させる）」という用語が使用されていることにも、特徴

として把握できる。

2009年版は、「主題」という用語の使われ方を見る

と、1999年版に見られる「主題を設定し追求する学習」

という表現は無くなり、「主題を設定し」、「主題を設定

させ」という表現が使われている。しかし、その表現

は「主題を設定し、生徒の主体的な追求を通して、歴

史的思考力を培う」という文章表現でつかわれている

ところから、「生徒の主体性」を重視しようとした主題

追求学習とも読み取れる。それは、1999年版と同じく

「２ 内容」における大項目⑴「世界史の扉」のアか

らウの項目において、「…考察させ…気付かせる」とい

う表現と、大項目「⑸地球世界の形成」の中項目アか

らエにおいては、「…理解させ…考察させる」、「展望さ

せる」という表現がされているが、「２ 内容」の大項

目⑵のエ、⑶のエ、⑷のオ、⑸のオに記述されている

「主題を設定し（設定させ）……技能を習得させる」

という記述は、学習場面において「生徒の主体性」と

「技能の習得」という相矛盾する概念が機能すること

になる。

７ まとめと課題

1960年版から2009年版の高等学校学習指導要領「世

界史Ｂ・世界史」を考察対象とし、学習指導要領に表

現される「主題」という用語の使用経緯を考察した結

果、主題概念について次のようにまとめることができる。

①「主題」という用語を、1960年版は、萌芽期であり、

「主題を選ぶ」という学習指導要領全体の中の位置

づけが明確でない表現である。「総合的な歴史解釈」

やそのための「主題」という言葉を用いての説明は、

歴史的思考力の育成というものへの基本的な視点を

示すには不十分であり、その技術的・方法的な側面

を示しているにすぎないと考える。

②1970年版、1978年版において「主題を設けて学習す

る」という意味での「主題」の使われ方は「主題学

習」となった。その学習指導要領の「内容の取扱い」

において位置付けられてきたことは、授業計画の中

で任意に行うことができるということを意味してい

るところに、この時期の「主題学習」の特徴が伺える。

また、主題学習の目標が「歴史的思考力を一層（いっ

そう）培う、あるいは深める」とされたが、その「一

層（いっそう）」という表現から、主題学習は補足的

な学習とみなされていたと考えられる。

③1989年版では、社会科の再編のもと、主題という用

語が１カ所しか記載されていない事実より、主題学

習の明確な位置づけがなされなかった。これは、主

題学習の新しい目標を提起し、内容を示唆する主題

設定の新しい観点を提示しながらも方法については

何もふれず、観点の提示の仕方は後退している。こ

れは、主題学習に対する現場の関心が薄らいできて

いるという想像と無関係でないと考える。

④1999年版、2009年版では、「主題を設定して追求する

学習」（主題追求学習）として、学習を実施する項目

（単元）が指定され、学習指導要領の「内容」での

べられている。これは、従前の「内容の取扱い」か

らの変化であり、「主題を設定し、追求する」学習に

対する授業者の任意性は、狭められたと考えられる。

他方、「生徒の主体的な追究を通して」という、従前

の生徒の主体性を重要視する表現がされている。

この傾向は、2009年版の「主題を設定し…（省略）

…技能を習得させる」という用語の使われ方におい

てみることができる。それは、生徒の主体的重視に

ブレーキをかけ、教師の適切な指導をいれるという

「両面性」を意味している。

すなわち、「主題」という用語は、学習場面におけ

る「生徒の主体性」を引き出す場をつくるものとし

てつかわれると同時に、他方「技能を習得させる」、

「気付かせる」、「考察させる」という使役的表現と

ともに使われていることから、「指導教員の指導力」

が優先し、「生徒の主体性」を無くす可能性をもつと

考えられる。

以上のことから、学習指導要領の「歴史的思考力」

を育て、客観的に批判する能力と態度を養うことか

ら乖離する傾向がみられる。

今後の課題として、学習指導要領の比較だけでなく、

改訂時の学習指導要領概説、教科書等の比較分析をも

入れた「主題概念」の検討することがあげられる。
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